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品川区の新　しい学校評価の手引　き

Ⅰ　基本的な考え方

1．品川区が目指す学校の姿

現在、国や自治体レベルで「特色ある教育活動」「開かれた学校」「教員の質の向上」など様

々な教育課題に対する施策が展開されています。品川区では、こうした課題を解決するために平

成12年度より教育改革rプラン21」に取り組んでいます。教育改革「プラン21」のねらい

は、各学校がそれぞれの児童・生徒あるいは地域の特性を生かして、「特色ある学校づくりJを

進め、教師と子どもの間で展開される様々な教育活動の賀の向上を図るとともに、保護者や地域

と一体になって学校をより活性化させていくことにあります。

この「特色ある学校づくり」を進めるための具体的な方策として、本区では、習熟度別学習、

小学校の教科担任制等の指導システムを取り入れました。これは、各学校が学校全体としてどの

ような教育に目を向けていくのかを明確にした、いわば耗営静的な特色といえます。学校教育の

新たな展望を開くためには、教育内容や方法などの教育論だけではなく、こうした経営静的な発

想に基づく学校独自の指導システムや学校体制づくりを雲；えることが大切です。こうすることで、

組織の中の教員の役割分担や協力関係も生まれ、新しい学校づくりが進んでいくと考えます。

また、r特色ある学校」を目指す以上、教員集団はより多くの子どもや保護者から選ばれる学

校にしていこうとする意識をもち、自ら学校を変えていこうとする積極的な状況をつくりださな

ければなりません。「学校選択制」は、このような考えに基づく重要な施策でありました。この

ことにより各学校は、経営静的発想から導入した様々なシステムがその学校の特色となって保護

者や地域のニーズに応える成果をあげられているか、常にそのアカウンタビリティが問われるこ

とになったのです。

したがって、これからの学校は、学校経営のコンセプトを保護者や地域の方々に説明し、どん

な教育活動を行って、どのような成果を出す予定なのかを明らかにするとともに、実施後は、そ

の成果を具体的に示すなど、教育サービスの質的向上の観点から教員や学校全体の評価システム

を見直す必要があります。こうした学校評価に基づいて学校づくりを進める成果を基盤にした学

校こそ、品川区が目指す学校の姿です。

2．新しい学校評価の趣旨

言うまでもなく、公立学校は様々な法令や条例、規則に基づいて教育活動が道営されています。

しかし、どの学校も選択の対象となっている本区では、それだけでなく、教育活動の成果を基盤

にした学校に向けて少しずつ体質を変えていかなければなりません。そのためにも、各学校には以

前にも増して、保護者や地域の人々にみえる特色を打ち出し、それを理解していただくためのより

一層のエ夫や努力が望まれています。つまり、「学校選択制」が定着してきた今、各学校が踏み出

さなければならないことは、主体性・自律性が確立され、より客観性をもたせた新しい学校評価を

実施して自校の教育活動のよさをアピールするとともに、さらなる学校改善を図っていくことです。

まず、選択される佃の学校は、教育活動の成果に基づいて自己点検、自己評価を適切に行うとと

．もに、学校内部だけでなく学校外部からの意見も取り入れ、より客観性をもたせた評価を行うこと
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切です。そして、その評価頗果は、各学校が十分に検討した後、次年度の学校経営方針や教育

屁などに反映され、学校改善の視点や具体的な方策が選択する郷¢保温妾穀地域等に広くわか

りやすく示される必要があります。単に、各項目についての評定を示すのではなく、次年度に向け

ての改善策や新たな実践事項を示すことで学校の主体性・自律性が発祥されることになります。

これまでも学校では、かなり力を入れてこの学校評麻に取り鼠んできました。しかし、これまで

の学校評価臥学校内部の評価が中心であるため独善に陥りやすく、十分な評価機能濠果たしてい

るとは言えない面がありました。「学校選択制」を導入し、アカウンタビリティが問われている品

川区の学校では、個々の教育活動の成果を重視するだけでなく、学校経営あるいは教育課程そのも

のの成果を保謹書や地域の人々に説明しなければならないと考えます。各学校が年度当初に保護者

や地域の人々に対して約束したことがどれほど実行されたのか、そして次年度に向けてどのように

改善していくのか、学校と選択する側との間にこうした評価活動が繰り返されることによって、学
校はより活性化されると考えます。

＜これまでの学校評価と新しい学校評価＞

これまでの学校評価の課題

学校内部による自己評価が中心のため、

・具体性、客観性に乏しく、保護者や地域の声が反映されにくい評廓であった。

・教育活動を支える考え方や計軌実施状況が保護者や地域の人々に見えにくく‘

活動のよさや改善点が分かりにくかった。（共有できなかった）

・個々の教育活動の評価恵あっても、学校総体としての李や教師と子どもの関係な

どは評価しにくかった。

・学校行事に関することを除くと、年度末1恒Ⅰの評価であり、改善点が次年度の教
育活動に生かされにくい面があった。

l■　　　　て享圭　　■J′

特色ある学校づくりのためには、校長をリーダーとする教員集団が理想㊥教最を追究し鬼がら自

ら学校改善を因っていく必要があります。言うまでもなく、学校の特色とは月新しふ、′イ：ベント的な

ものではなく、今ある学校の環境を最大限に活用した質の高い教育のことです。、その、ためにも、教

員集団が自らの学校を変えていこうとする前向きな姿勢で、保護者や地域の人々と七もに‘学校の

総体や組織、教育活動を冷静に見定める新しい学校評価を突施する必要があります。
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3．新しい学校評価の骨子・ねらい

学校の主体性・自律性を維持しつつ、外部¢評価にも十分反応する新しい学校評価

く内部評価（選択される側の学校内部の評価沖＋く外敵評価（選択する健の学校外部の評価）〉

学校改善につながる実効性のある学校評価にするためには、外部の評価を加えることが有用

であるも　また、単に外部評価者の評価結果を取りいれるだけでなく、外部評価項月に連動した

内部評価の結果を外部評価者に示し、それを踏まえた外訪評価を行うことで、より客観性のあ

る評価が実現する。

外部評価を取りいれた新しい学校評価の自助

・特色ある学校づくりのより一層㊥推進と学校の活性イヒ

・学校教育、教員の質の向上

・学校評価に基づき教育活動の成果を基盤にした学校への転換

・学校、保護者、地域が一体となった学校づくり

【学校評価の様式】

新しい学校評価の主な内容・

○年度当初に、各項目についての学校経営の基本的な考え方を示す。

・本校が育てようとしている子どもの姿とそれを支える学校の姿

・そのための今年度の学校経営の基本方針

・重点的な実践項目

○外部評価の項目　…… ＜学校の総体に関して＞

＜基礎学力の定着に関して＞

＜社会性・人間性の育成に関して＞

＜保護者・地域との連携に関して＞ ユ全小・中学校
共通の設問●

＜独自の特色ある教育活動等に閑して＞　一　冬学校独自の設問

○内部評価の項目　……　上記、 に連動した全小・中学校共通の設問

（小・中学校別）

＊各学校で必要に応じて、設問を追加できる。

※各項目について、〔学校の姿〕〔児童・生徒の姿〕（教職員の姿〕〔教職員と子どもの関係〕

などの評価の対象が示され、それに合わせて設問がつくられる。

※評価埠、各設問についてA－Dの4段階で評価し、それぞれ理由を記述する。

※上記の項目について外部評価及び内部評価を実施し、内部評価の結果は外部評価者に

も示して、より客観性のある評価を実現させる。

※外部評価者委員会は、各外部評価者の評師結果をもとに総意として最終評価をまとめ、

各学校に理由とあわせて報告する。報告者は、学校経由で教育重点会に提出する。



Ⅱ　実施方法

l．外部評価の方法
外部評価果ついては、以下のような方法で実施する＿，

（1）評価者の名称
「外訪評価者j　と呼ぶこととする。

（2）外諦評価者の人数
各学校ごとに上限を8名とし、学校の規模や実態に合わせて決定する。

（3）外界評価者の肯成・選出方法
（》チビもや教育活動全般を多面的に見ることができる者、地域の実態に精通している者、

学校教育に執見を有し、学校経営を客観的に分析できる者など、各校長が候補者を挙げ、
教育委員会と相談の上、教育委員会が委嘱する。

③外部評価者には、各校とも原則として次の分野の方を入れる。
OPTA関係者

．0地域団体関係者（町会、商店会、区行政職員、学校ボランティアなど）
○学識経験者

※上記の他、校長が必要と考える者を候補者として挙げる。
※学級経験者についてノは、学校と相談の上、事務局で選出する。
※外部評価者は、複数校を兼ねることができる。

（4）外部評価者の任期
委嘱時より、その年度の3月31日までとする。ただし、再任は妨げない。
外部評価者に欠点が生じた場合は、原則として補充はしない。

（5）外部評価者の職務
各学校の外部評価者は、次の職務を行うものとする。
（》外部評価者は、各学校ごとに外部評価者重点会を射線し、委員長を1名選出する。
（診外部評価者は、以下の会議及び説明会に参加する。

＜外部評価者委嘱式＞
教育委員会が招集（4月）し、委嘱式及び説明会を行う。

＜学校評価説明会＞
各学校が招集（委嘱式後（4月）、第1回外部評価者委員会と同日に設定する）し、
各項目についての基本的な考えや評価項8につ‾いて説明する。

＜外部評価者委員会＞
各学校ごとに委員長が招集（4・1・3月）し、外部評価に関わる意見交換等を行う。

＜外部評価に関する協議会＞
各学校の校長が招集（8・1月）し、外部評価紆果の説明、協談等を行う。
※「外部評価に関する協議会」の参加者は、以下のとおりとする。

・外部評価者
・校長、教頭、校内の運営（企画）委員会等のメンバー

③外部評価者は、通常の教育活動時、学校公開、学校行事などに学校を訪問し、評価活動
を行う。

⑥外部評価者は、事務局が主催する評価者研修会（6月）に参加する。

（6）外部評価者委員会の拷成・機能
①外部評価者委員会は、各学校に設置し、各学校の外祁評肺着で構成する。
◎委員長は、外部評価活動を円滑に進めるため、以下の時期に外部評価者委員会を開く。

・4月　各学校が開催する「学校評価説明会」に引き続いて開催（委員長の選出、年間
の予定等を把握し、大まかな評価計画をたてる）

4

亀

・1月　各学校が開催する　r外部評価に関する協議会　く第2回）」の前に開催（内部評
併給果を受けて各外部評価者が評価した内：容を全体で協議し、外部評価者委員会
稔意としての評肺をまとめる。）

・3月　学校が、次年度の学校の経営方針や具体賃を外部評価者に説明する会として開
催

※校長は次年度の学校経営方針の説明めために参加する。
（診委員長は、学校主催の「外部評価に関する協議ノ会（第2回）（1月開催）」の僚に、最

展撃告章（掛定用鹿）＿を振出し、最終評価絃果を遜由とあわせて学校に説明する。最終
報告書は、学校を経由して教育委員会に振出する。

（7）外部評価の活用
一校長は、学校改善、教員の資質向上につなげるため、外部評価結果の内容を、校内の運
営（企画）委員会等を通じて検討する。外部評価結果についての学校の判断や具体的な改
善策等については、3月に学校経営方針案や教育課程届とともに外部評価者に示す。保護
者や地域等については、新年度（4月）に外部評価結果を具体的な改善策や新しい実践事
項とともに公表し、説明する。
なお、改善策等については、学校経営方針とともに、次年度の評価表（学校経営の基本

的な考え方の温点的な実践項目の欄）にも反映させる。

（8）外部評価者の解嘱
教育委員会は特別の事情がある場合には、校長の具申を受けて、その委嘱を解き又は適

当な措置を講ずるものとする。

（補則）
問題が生じた場合は、学校と教育重点会が協蔵し対応するものとする。

外部評価の推進組織

【外部評価者】

外部評価者委員会

＜構成＞
各学校の外部評価者（8名以内）

PTA
地域団体用係者
学識経験者　　　他

＜開催月＞（年8回）
4月（年間計画　等）
1月（最終協識）
3月（最終報告と校長説明）

経営方針、内瓢評価
の説明・報告

〔協　　議〕

評価結果の説明・報
告

【校　長】

外部評価に関する協議会

・く構成＞
各学校の外部評価者
校長、教覇、運営（企画）委員
会等のメンバー

■く開催月＞（年2回）
8月（中開協議）
1月（最終評価説明）
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学校評価の年間計画
外部評価者による学校教育活動に対する外部評価は、下記のとおり実施する。（通常の内

部評価活動を除く）

、月 時 期 内 ‾　　　　　　　 容 外 由廓 価 lと関 す る会 議 等

・3 月
○ 各 学 級 が 外 部 評 価 者 の 険 癒 着 を ′教 育 秦

貞 会 に 報 告 す る。

4 月

5 月 ＿

上 ■・

中 旬

下 旬

○ 教 育 委 風 合 が 外 部 評 価 者 を決 定 、 委 好 一○ 外 瓢 評 価 者 委 嘱式 （教 育 委 貝

会 主 峰 ）

○ 学 校 評 価 率 明 会 ‾（学 校 主 催 ）

○ 第 1 回 外 部 評価 者 委 員 会

＊ 学 政評 姉 説 明 余 と 同一瓢開 催

i 外 部 評 価 活 動 醜 絶

し、 説 明 会 を 実 施 す る。
0 各 学 校 が 外 部 評 価 者 ・に、 学 校 凝 営 ¢ 基

、 本 的 な 考 え や 外 部 評 価 項 目専 、 評 価 方

法 に つ い て説 明 す る 。

6 月
○ 評 鱒 者 研 修 会 十

8 月 ・ ○ 各 学 校 が 「外 部 評 価 に 関す る 協 議 会 （第 ○ 第 1 回

．ゝ一升 帝 評 価 に 鱒 す る協 議 会
＿1 回 ）」 を 開 催 し、 中 間 報 告 及 び 鱒 談

を 行 う 。

1 、1 月 下 旬 0 各 学 校 が 外 部 評 価 項 目に 連 動 し 長 内 部

評 価 を 実 施 （個 人 ）

1 2 月 下 旬 ○ 各 学 校 が 外 部 評 価 に 連 動 した 内 部 評 価

の 結 果 を 外 部 評 価 者 に 報 告

1 月 ・‾

‾上 旬

中 旬 ○ 各‾学 校 が 「外 部 評 価 に 関 す る協 議 会 を

○ 第 2 国 外 部 評 価 者 萎 負 会

；○ 弟 2 回

； 外 部 評 価 に 関 す る協溺 会
HH‖
l
暮‖

開 催 （第 2 回 」） し、 ■最 終・報 告 膏 を 捉

出す ‾る と と ＿肇 ド ， 鱒 鱒 酪 価 考 軍 兵 貧 鱒
意 と し て の 評 価 絵 東 を 校 長 に説 明 す－る

2 月
○ 外 部 評 価 結 果 を 受 け 、 各 学 校 が 次 毎 虔

に 向 は＿て の 鹿 皮膚 明 をす る。＿－

○ 学 校 経 営 方 針 、 教 育 課 程 屑 開 始

nH‖
‖u‖
‖‖
‖u

3 月 ヰ 旬

．下 旬

○ 校 長 が 外 廊 評 価 者 に次 年 度 の 経 営 方 針

や 改 善 衆 専 一を 具 体 終 に一説明 す る i ‾‾

○ 各 学 校 が 次 年 度 の 外 部 評 価 者 を 教 育

負 会 に報 告 す る 。

n
；－○ 第 3 ■国 外 帝 評 随 考 委 員 会
‖
H
1‖
l‖‖
l‖

4 月 上 ・

中 旬

下 旬

○ 各 学 校 が 評 価 領 果 及 び そ れ を 受 け た 新

年 度 の 経 営 方 針 や 具 体 策 専 を 公 表 し 、

説 明 （保 護 者 、 地 域 へ ） す る。

○ 教 育 委 負 会 が 各 学 校 の 外 部 評 価 者 を 決

nH
I 、ゝ．・．1‖
l
l1 11〔’「‖‖
；○ 外 敵 評 価 者 委 嘱 式 ．（教 育 委 貞

；・金 主 催 ）

；○ 学 校 評 価 醜 隙 象 ：こて・（．学 校 主 催 ）
定

○ 各 学 校 が外 部 評 価 者 に、 外 部 評 価 項 目
や 観 点 等 の 評 価 方 法 につ い て説 明 （新 ；○ 学 校 評 価 説 明一番 ∴

年 度 ）－　　　　　　 … 鱒 1 向 ■‾外 部 評 価 者 委 員 会



Ⅱ　評価結果の扱い方と生かし方

1．評価結実の扱い方

今回本区で取り入れようとしている学校評価は、外部評価と内部評価から成り立っています。これ

らの評価鹿果の扱い方については、次のように考えています。

外部評価は、年間を通して累積的に実施されていくわけですが、外部評価者委員会の縫意としてま

とめられた最終的な外部評価結果については、学校として十分に吟味しながら次年度の学校経営方針

や教育課程届等の作成に生かし、その経営方針を保護者や地域の方々などに掟示し、説明するという

方法をとるようにします。

平成14年度から実施された新教育課程や学校週5日制下における学校教育は、保護者、地域の方

々に協力と参加・参画を強く促し、開かれた学校・特色ある教育活動の一層の推進を図ることを求め

ています。本区のように学校選択制を取り入れている場合には、このことは更に求められることにな

ります。そこで、保護者や地域の方々等による外部評価腰果を十分に取り入れ、学校経営方針作成の

ための重要な情報として活用することは、特色ある学校づくりや学校の活性化、教職月の資質の向上

等にとって有効であるだけでなく、学校への信頼感を一層摘めることにもなります。そのためにも学

校経営方針の説明に当たっては、外部評価結果のどのよう接意見をどのように学校改善に生かしたか、

何について次年度努力するか（実践するか）が外部評価者はもとより保護者・地域の人々に具体的に

分かるように行わなければなりません。

次に、内部評価の救い方について述べます。校内の教職員による内部（自己）評価項目は、多岐に

わたりますが、外部評価項目と連動させた項目を設定し、それに関する自己評価結果を外部評価者の

最終評価実施前に外部評価者に対して提示します。この方故により、外部評価者は学校が自らの教育

実践等をどう受け止めているのかを知ることができ、それに対する評価を行うことになるので、内部

評価との相違点などを明らかにしながら評価していくことができます。こうした方法は、学校改善を

より効果的に進めることができるものと考えます。

2　評価結果の生かし方

外部評価を活用した学校評価システムが目指しているものは、内部評価に対する外部からの評価を

取り入れ、その結果を校内で主休的に受け止めることにより自律性の高い学校を作り上げていくとい

うものです。

外部評価者は、外部評価者委員会を設置して、各委員の評価がどのような実態にもとづくものであ

るかを協議し、その結果を報告書に記述することになります。この記述により、学校にとっての「よ

さ・特色」や「改善点」を浮き彫りにすることができます。学校が、学校外の人々からの評価を、学

校の可能性を高める資重な情報源として活用していくことができるようになるわけです。

また、学校では外部評価の項目や対象となる事項について、基本的な考え方を明確にするだけでな

く、評価結果を主体性をもって受け止め、改善すべき点は次年度の経営方針に具体的に反映させてい

かなければなりません。評価表の学校経営の基本的な考え力、特に重点的な実践項目の欄には、評価

結果を踏まえた学校の具体目標が明記されることになります。さ＿らに、各学校は、評価結果を基に学
校経営を図る校内体制を作っていくことも求められます。このように、外椰評価は、教職員集団が目

標達成集団として高まっていくことを支えていくことになります。

Ⅳ　実施に噂けての配慮事項

1今回の学校評価が何を求めているものであるかを校内で十分に確認すること

・今回の学校評価は、品川区で進めている特色ある教育活動の一層の推進を図るためのものです。

それは、内部・外部の評価項目が－区として推進している「基礎学力の定着」「社会性・人間

性の育成」鳩護者・地域社会との遵軌「その他各学校での特色ある教育括軌を主にし、

これらを「学校の総体」と閑適させて見ていくことになっていることからも理解できます。

・また、学校の主体性・自律性を高めるためのものでもあります○外部評価委員会からの評価結

果を校内で主体的にうけとめ、自ら学校改善・改革を推進するためのものです。そのために、

校内に外部からの評価を受け止める体制をつくり、それを学校の教育計画づくりに生かすよう
にしています。

2　評価対象とする5項目に関して、学校としての基本方針を席乳明瞭に述べること

・本評価の様式の特徴は、各評価項目についてまず学校としての基本的な考え方を述べるところ

にあります。学校として育てようとしている「子どもや学校の姿」「そのための経営の基本方

針」「重点的な実践項削を分かりやすく具体的に記述することは、日々の教育活動を具体的

なものにするとともに、外部評価者の評価が焦点の定められたものとなり、学校経営に反映し
やすくなります。

なお、記述に当たっては、各校の教育課程届第2蓑の（1）「プラン21の推進の観点から」

（2）「重点的な実践内容」の内容に基づき、何をす■5のかを具体的に書くことが大切です。

3項目5の各校の特色ある教育活動等に関する設問は、各学校で作成すること。また、各領域の内
部評価の観点は、必要に応じ追加すること

・各学校がそれぞれに推進している特色ある教育活動について臥何を外部に問うかを独自に設

定することができます。このことにより、各校の特色ある教育活動を一層推進することができ

ます。また、各学校が、それぞれの実態に合わせて自主的・自律的に学校改善に向けて必要だ

と思われる設問をつくっていく±とは、重要な課題であると考えます。

・また、各領域毎の内部評価の観点については、自校の学校づくりと関連させて適時追加するこ

とができます。これは、各領域に関して、校内でどのようにとらえているかをより多く情報提
供できることになり、学校への理解を探めることにもなります。

4　外部評価者の人選に配慮するとともに、評価の観点・方法等について十分に説明すること

・人選に当たっては、広く各層からの選出が望まれます。まキ、卦部評価者委員会を組織し、委

員会として学校へ評価結果の報告をしていただくことを念熟こ置いて、一定程度訪問でき、意
欲的に評価活動を進められる方を人選する必要があります。

・評価の方法は、年度当初に校長より説明します。平素の授業の他、学校公開や学校行事等の機
会に来校していただき、累積的な評価をお願いします。

・外部評価者は、学校が主催する「外部評価に関する協議会」にて学校（運営委員会等）側と年
2回評価報告及び協議を行います。

2回目は、外部評価者が評価結果（外部評価項目と連動した内部評価を受け、外部評価者総意
としての評価）を説明した後、協議となります。

・最終報告書のまとめ方や評価結果の生かし方については、年度当初に十分説明しておくように
します。

5　外部評価委員会の評価報告を受け止め、生かす校内組織をつ＜ること

・年2恒lの協議会には、管理職と動こ校内組織の運営委員会等が対応するようにし、学校が自律
性を持った目標達成集団になるように組織の活用を図ります。

9
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A…良く当てはまる　　B；概ね当てはまる　　C＝＝どちらかというと当てはまらない　Dヨ当てはまらない
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恵三・、　■ 襲牌

学校評価項目その3【糠■I生・人間■性Fの寄席乾iこ関して】

《本校の社会性・人間性の育成に関する基本的な考え方》

（ノJ→　学　校　用〉

（1）本校が育てようとしている子どもの姿とそれを支える学校の姿 （2）そのための今年度の学院経営の基本方針 （3）重点的な実践項目

A；：良く当てはまる　　B三＝概ね当てはまる　C≒どちらかというと当てはまらない　D言当てはまらない

※外部評価者で保凄者の

方は、＜保諜者向け＞

の股間に、地域の方は

＜地域向け＞の股間に

回答してくださlヽ

※※学識経験者の方軋

保護者や地附こ対する

学校の対応等の状況を

把握の上、両方の設問

に回答してくださレ㌔

〔敏和働への参加〕

〔学校からの発倍】

相談事や連帯には、いっでも丁寧に応じてくれる。

＜保甥者・地幼和ナ＞PTAの活動や町会のお酌などの行事に、教職員
が参加や協力をしている。

．◇どのような点からそう思われたのかをお書きください。
′●－●…－－●－●…－－－…－－－－－－－－－－－－●－●－●－■－－－－－●－●…■－－－◆…●－■一一一▼－■－●－－－■－■－●－●．

●‾●－●■●－－一●－●一叫－●一－－●－－－●－－－●－●－■－●－●一■－●－●一●－－■■■－●■■＿I

◎＜保齢向け＞学触保嘩靴、授業や行事な摘掩析細への参
加を呼びかげている。

＜地域向け＞学級乳地齢畑嘲癖を析柵に生かしている。

◇どのような点からそう思われたのかお書きくださレヽ
■●－‾－‾－■●＝・－●－・L・・－－・…・－・－一－－－…－・－t－－…・…・…－－…－－－－l叫…・一叫■＿＿．．
1

l

l

‾●－■－■■●－●－●－●－－－－－●一■－－●■M＝－●－■－－－●－▼－●－●－●－－－－－－■●■■■■l●＿

◎＜保護者向け＞学齢；学校公開や学汝だより、ホーム

いる教育活動育児童の様子などの内容は

＜地域向け＞学蚊が学校公開や学校だより、ホーム

いる教育清動雫甥章の様子やどの内容臥

分かり、地域七児童に壊する際にも参勤

◇どのような点からそう思われたのかをお書きく■■－●－－●■－●－－－●一●－●－■■●－●■■－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ー●－■－●－■－←－叫－－－●－－－●…■－●－●－●…－－■－●－●－●－叫●－←－●－●－－－■¶…

参考はな呑。

・－ジ等で伝え

学校の様子が

ださい。

‾●‾●叫－…－－・－・－・……●－・…・－－－・－・…・－・－・－・－・－叫－●一・…・－・－・－・…・－1

教職虎は、保聯榊城の願いや悩みに対して、
教育棚的態度で接し、組織的に剛組んでいる。

＜保革者・地域との関係＞

PTA行事や地域行事に対しで、教職員は協力し、
進んでかかわっている。

◎＜備考との願係＞（＊評価は一つで）

学校鱒、保革者や馳批、授業や行事などの教育

活動への参加を呼びかけている。√
く地域との関係＞

学校軋地域の人材や施鞘を教育活動に生かし
ている。

◎＜職者や地域との関係＞（＊評価は「つⅥ

①轍は、偉詳軒軸囲め軌、や期待を踏まえて、

学校公朋や学校だより、ホームページ等で参考
になる情報を発信している。

②学校は、保護やや地域から震ってきた情報につ
いて丁寧に応えている。



学校評価項月その1【彗象校の総体iこ関して】

《学校経営の基本的な考え方》

（中　　学　校　　用）

（1）本較が育てようとしている生徒の姿とそれを支える学校の姿 （2）そのための今年度の学校経営の基本方針 （3）重点的な実践項目

評価の対象
【学　校　の　姿〕

※外部評価者で保護者の

方は、＜保護者向け＞

の設問に、地域の方は

＜地域向け＞の設問に

回答してください。

※学識経験者の方は、保

護者や地域に対する学

校の対応等の状況を把

握の上、両方の設問に

回答してください。

【生　徒　の　姿〕

　　　　 －＿．＿亡J．、∫▲ユ血 二一二三．」■圭一■姐乞
∴撃 琴 ＿野 革 頭 読 車 絹

＝山 一‾エーー‾－
l－＿さ≡て一三き＿、≦淫 奉 ㈱ 柳 二療 疫 玩 味 碑 顧 悉 ■≡酬 暗 ．錆 再 挙 晦 恵 勇 健 排 頑 張 覿 尉 圃 ）∴－こ－－

＿－ご－▼こ≒ふ ご：止＿一＿d鵬
・’遠蓬洩＿：￥

仁 一■孝 三‾月 詣 畑 県 の 姿 ト ニ ー

〔教 職 鼻 間 の 協 力 の 姿 〕

さ■i
皿

〔教 職 員 と 生 徒 の 関 係 〕

〔学 校 の 療 境 整 美 〕

一一◎ 保 護 者 ■（地 閲 －か ら・の 間 ‾v・せ わ せ や 来 校 恕 鹿 対 し て き二・教 職 員 は 誠 夷 な 一二 二 ∴ r ニ ー】一－・

・対 応 を ＿して い る 。　　　　　　　　　 A　 B　 C　 D

⑥ 潮 艇 犠 薄 鱒 鋒 壊 廟 麺 醸 無 頼 強 敵　対 し て 、 親 切 に 対 応 し て い る 。

、号・
Ⅶ

t　　　　　　 l　　　　 l　　　　　 l

◇ ど の よ う な 点 か ら そ う思 わ れ た の か を お 書 き く だ さ い 。

′一－●－■一－－●一●－●一●一－－●－●一－→－●－●－－一一一●－●一●－一－●－－－－－－●－－●一■－■－●－▲－●一●－，一一－●－●一●●一■●●■■●－●－－－●一●■■－●●－－■■▼●－●●一■－●－－－‾、◆■●－■－◆一●■－‾‾‾－‾●－●●■l l
l l
l l
l l
l 】
L ＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿、＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．●．＿．＿．＿．“＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿・－－－・－・＿．▲．－・－・－・一・－・－・＿・－・－1

◎ 学 校 全 体 で 生 徒 の 指 導 に あ た れ る よ う‾に 、 教 職 員 の 協 力 体 制 が と れ て

A ． B C －D
1 】 I l

◎ ． 教 職 員 は 全 校 体 制 の 確 立 の も と 、 共 通 理 解 、 共

い る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チ　　 苧　　 ？　 ？
′　通 実 践 して い る 。

◇ ど の よ う な 点 か ら そ う思 わ れ た の か お 書 き く だ さ い 。

l－一－■－－－■－－－●－▼一－－●－■一一－●－●－一●●一ヽ－▲－■い■＝■■－一●－一－■一◆一●一●●●－■－■■■－■一●●■一●■■－■●●■●一●●●－●－■●■－■●■一●－●－●－■－●－■一●一■一●■●●－－●－●一●－▼－■l●■●－●－－－●－●1l　　 l
l　　 ‡
l　　 l
－　　 1 I
l　　 l
し －・一・一・－・－・「・－・一… 一■－・一・－・－・一・… ・… －－・－・一叩 －・一・… ・－・… 叫 －・… ・－・－・－・－・－・－・… ・一・－・－・－・－・－・一・－「－・… ・… ・一・一・－・－・一・－・－・－・一・J

◎ 教 職 員 は 一 人 一 人 の 生 徒 へ の 声 掛 け を 大 切 に して お り 、 生 徒 も 指 導 を

A ■ B C D
l l l l

◎ 教 職 員 は 」 生 徒 へ の 声 か け を 大 切 に し 、 生 徒 も

教 職 員 を 信 頼 し て 指 導 を 素 直 に 受 け 入 れ て い る 。 ．
受 け 入 れ て い る 。　　　　　　　　　　　　　　　 チ　　 苧　 ？　 ？

◇ ど の よ う な 点 か ら そ う 思 わ れ た の か を お 書 き く だ さ い 。

「●－・一●一・－●－●－一‾●■●一■■一‾－‾－“‾一‾、‾■一－‾一‾‘‾●‾●‾●●－‾一‾●‾●‾－‾■－●‾●‾■‾●‾■‾－‾●‾一‾■‾‘‾一‾■‾－‾●‾●‾■‾■‾－‾◆‾●‾‘‾■‾一‾●‾●‾●‾－‾■‾●‾●‾一‾‘‾●‾■‾■‾‘‾l
l　　 l
l　　 l
l　　 l
l　　 l
l　　 l
ーー＿●．＿■＿．＿－■■■●一●■●．■■●－●－●一●一●■●－－－ヽ －■■■●●－－●■一一一－●・－●一一一一一一一▲－▼－●－●・●●－－－－一一一一－■－●一▼－・●・－一一－－■■－●一・●－●一－●－●－●一■－一－▲■■■－●■■●－■・－■一－●・■●●■■■●●●一●－－－■●一■

◎ 学 校 内 外 の 施 設 ・股 傭 は 堅 実 が 行 き 届 い て お り、 生 徒 が 快 適 ・安 全 に

牟 ．専 ？ ？

◎ 各 教 畠 や 校 庭 な ど 、 学 軍 内 外 の 鹿 ・設 備 の 亜

実 に 努 め 、筆 全 で 整 っ た 教 育 触 を つ く っ て い る 。

千 ・■ 苧 ？ ？

学 校 生 活 を 送 れ る 環 境 と な っ て い る 。　　　　　　　　　　　 A　　 B　　 C　　 D

l　　　　　 l　　　　 l　　　　　 l

◇ ど の よ う な 点 か ら そ う 思 わ れ た の か を お 香 き く だ さ い 。

r－・－・一■－・一●－－●●－●－●－●■一一■一●－－－－一－●－‾●‾●‾’‾一‾‘●●‾●‾－‾－‾－‾■トー■■●‾●‾●‾■‾●‾’‾’‾■‾●‾■＝‘－＝‾●‾●‾●‾●‾●‾‾－一‾●‾－‾■‾■‾一‾－‾●‾●‾●‾一‾■‾一‾■‾‘‾■‾一‾‾‾●‾†
l　　　　 l
t　　　　　 l
l　　　　 l
l　　　　 I
l　　　　 l
l　　　　 l
●－■－●■■一■－●－●－■一一・■●－●－一一■▼■●－●－■－－一一■－●－■－－－●一－－◆■一●－●－●－→一－●一－●－一－■－一一一●－一－■・－■－－－－－一一■－一－●■－●－－一一－■－－－－－－－■一一一●－■一－●－－●－●・－■■■■－－－●－●－■－■一一●■－■●■●■－■

A＝良く当てはまる　　B恵概ね当てはまる　　C±≡どちらかというと当てはまらない　D＝当てはまらない



学校評価項目その2　【剥奪学力の定常iこ関して】 （中　　学　校　用〉

らない



学校評価項目その4【牌一地域との連携をこ関して】

《本校の保護者・地域との連携に関する基本的な考え方》

（中　　学　校　用）

（1）本牧が育てようとしている生徒の姿とそれを支える学校の姿 （2）そのための今年度の学院経営の基本方針 （3）鼠魚的な実践項目

A王良く当てはまる　　B＝≡概ね当てはまる　　C＝どちらかというと当てはまらない　　Dエ当てほまらない

評価の綿 牌・鵬の方をこよる醐野の観′点　（外部評価）
〔教　聴　鼻　の　姿】

※外部評価者で保護者の

方は、＜保護者向け＞

の股間に、地域の方は

＜地域向け＞の股間に

回答してください。

数学織経験者の方は、保

護者や地域に対する学

校の対応等の状況を把

達の上、両方の設問に

回答してください。

〔教育活動への参加】

〔学校からの発情】

◎＜保護者向け＞どの教職員も児童の学習や生活にかかわる保護者からの

相談事や連絡にIもいつでも丁寧に応じてくれる。

＜保護者・地域向け＞PTAの活動や町会のお乗りなどの行事に、教職員

が参加や協力をしている。

◎＜保護者向け＞学校は保護者に、授業や行事など様々な教育活動への参

加を呼びかけている。　　　　　　　　　　i

＜地域向け＞学校は、地域の人材や施設等を教育活動に生かしている。

A B C D

A　　　　　8　　　　　C D

◎＜保護者向け＞学校が学校公開や学校だより、ホームページ等で伝えて

いる教育活動や児童の様子などの内容は、参考になる。

＜地域向け＞　学校が学校公開や学校だより、ホームページ等で伝えて

いる教育活動や児童の様子などの内容は、学絞の操子が

分かり、地域で生徒に接する際にも参考になる。

◇どのような点からそう思われたのかをお書きください。

Å　　　　8　　　　C D

教職員による学校評価の観点（内部評価）

◎＜保護者との関係＞（＊評価は一つで）

教職鼻は、保護者や生徒と教育相談などを行う際、
誠意をもち、親身になって対応している。

＜保護者・埠域との憐係＞
学校は、PTAや地域で行われている行革（お祭

りやイベントなど）に参加や協力をしている。

A B C D

◎＜保護者との関係＞（＊評価は一つで）

学校は、学鮫行革や教育活動の中で、保読者が参

加しやすいエ夷をしている。

＜地域との関係＞

・学校は、地域の人材や敢材を教育清軌に取り入

れている。．

・学校は、校内の施療・設備を地域の方が利用し

やすいように車蹄に努めている。

A B C D

◎＜保護者および地域との関係＞

学校は、学枚だよりやホームページ、学校公開等

を使って、教育活動や生徒の様子を保硬者や地域

に伝えている。

A B C D
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蓼職員による学校評鮪の観点渕
○小臓生れ爛・基本の樫棚的な学智ができ
る雄和側められている。

○小中¢夷態細まえ、相互患見違した新しt嚇の職紗唖んで
いる．

◎小中の蜘聯性を生かし脚における削んでいる

○ど若槻監言㌶票㌢ティ嘲軌て・子

㌔芸麗翠蛋撒払子ども鋼蜘、て報

㌔深駄馬漂溜㌍漁況霊㍊
エ央に如，纂窄卜墓拳となる学力掛人に電着させるこ
とを壬捜してい翳れこのような痴琴咽め学級とな
って現れている。

○榔軋地力で遷害者せち秤■の恥もみを逢して、

謎範郡攣諒恕密語恕
ていも．・

闇避撃欒盛麗敏感
もたせる榊数耕していまれこのよう瑚軸物
行捕に批いる．

⑳人とのかかわり姐してかの卦、やよ書を誌触lヽ協力し
あlヽ個食く生活しようという脛がチビもと育っている．

A B

匡室箋∋］

［∈重要亘

匡箋⊇⊇］

［至；∈茎；⊇］
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平成　　年　　月　　日

品川区立

外部評価者委員会委員長
学校

外部評価にかかわる報告書

平成14年度の教育活動を評価した結果について、下記のとおり報告します。

記

＿学校 の総体に関 して

基礎学 力の定着に　関 して

社会性 ・人間性 の　育成 に関 して

匝］
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しも＼学校評価の眉的－．

一平成14年度から品川区立小・中学校で新しい学琴評価がスタートしました一

品jけ区では、「開かれた学校」「特色ある学校」を目指し、平成12年度より教育改革「プ

ラン21」に取り親んでいます。学校教育に新たな展望を開くための取り組みがスタートして

3年、各学校では「習熟度別学習」「小学校の教科担任制」など、学校独自の据導システムを

特色として地道に教育活動の質の向上を因っています。

これからの学校は様々な特色を打ち出すとともに、より多くの保護者や地域の方々から信頼

される学校を目指し、自ち学校を変えていこうとする前向きな姿勢をもたなければなりません。

教育活動や学校全体の様子を冷静に見定める新しい学校評価を活用した学校改善、学校体制づ

くりが、今、求められているのです。

アカウンタビリティの静

学校経営の考え方を保護者や地域の万々
一

に説明し、どのような教育活動を行ってど

のような成果を出す予定なのかを明らかに

し、その結果についての責任も果たす必要

があります。

学瘡と塵塚の薪いl厨藤一

特色ある学校づくりに向けた学校のよさや

課題を保層者や地域の方々と共有し、学校・

保護者・地域社会が一体となって学校づくり

を進めることが求められます。

よク客粛盤のある学榊の貴賓

学校内部による評価だけでなく、外部

の評価も取り入れて、学校経営に保護者

や地域の声を反映しやすくすることが求

められます。

教貞兵団の意威改革

定霊
学校全体のふんい気や教員集団

学校内部では評価しに

くかった面についても‾評輌す右よ

うにし、教員集団の意識改革を図

る必要があります。

孤

「芯㌫㌃蒜；蒜丁㌫；；蒜こ蒜こ′蒜′‾1ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

遽空警空警警警警＿J
l
ヽ

l
ヽ

落語芸警好誓言委芸琵霊芝諸富誓監吉富宣誓‡ミJ慧校内町外部の両面から～
芋享年、、ごiニ写委モ〇圭そ誓を芙芸子士三千ニ　ニー＿　－　－‾‾　－‾二l

●特色ある学校づくりのより一層の推進と学校の活性化
●学校教育及び教員の質の向上
●学校評価に基づく教育活動甲成果を基盤にした学校への転換
●学校・保筆者・地域社会が一体となった学校づモり

璃軋諒尊顔軸痛蘭組；－内容‥‥：・．：．∴

【特　徴】　○評価表の各項目の冒頭に学校経営の基本的な考え方を示します。
・本校が育てようとしている子どもの姿とそれを支える学校の姿
・そのための今年度の学校経営の基本方針
・重点的な実践項目一

○外部評価と同じ内容の設問で内部評価を行い、その結果を最終評価前に外部評
価者た示します。

○全小中学校共通の設問と各学校の特色や考え方に争わせた独自の設問がありま
す。

容】
＜学校評価項目＞　　　　　　　　　　　　　　＜評価の対象＞

1　学校の総体に

関して

2　基礎学力の

定着に関して

3　社会性・人間

性の育成に関して

4　保護者！地域と

の連携に関して

5　独自の特色ある

教育活動等に関して

【評価活動】

【評価に関する
会議】

r6重森あぎ…‾‾……‾…‾‾‾…‾‾…‾‾■‾一……‖………‾‾ヽ○教職員間の協力の姿　　○児童て生徒の姿　　　．

し9墾喚旦与児葺∴隻観取琴峰＿＿＿＿9教喋最愛肇＿＿∴Q掌擾珍琴襲撃蓑＿＿ノ

「6兎壷：音義議■‥1頭痛議‾＿‾‾ち遠藤石森享……‾…∴十‾、l

r石元壷：議垂
しゝ～琴準星∈．野草∴箕現役野野‥＿＿‥＿＿＿＿…＿－∴＿＿…－＿＿＿●‥＿‖…＿＿‥ノ

r6表面姦蕗‾‾二6豪繭こ高姦茄…る孝義宗≠蒜高麗…‾…… lヽ

し一－－¶∵＝‥∵∵－－－ニ

「哀碁享姦石蕗古あ

し＿＿‥＿…＿●…

る活動や掛こ必要な事項につ†、て独自に作成

外．部・評一価；者：の　活‡動■∴

外部評価者章ま、通常の教育活動や学校行事など、一年間を通じて5「一6回
程度学校を訪問し、評価表に基づく評価活動■を行い属す。

外部評価者はこ〉二′以下の会議に出席し、∴評価結果の説明・報告や学校と
の協議を行います。∴こ・軒∵∴ネ∵∴草滝・＋∴∵ヤ†リバ缶ぜ・こニ・‡

○外部評価者委員会（外部評価者主催）＜年間3回＞

○外部評価に関する協議会－（学校主催卜し＜年間≧回＞一一　～
＊上記は必須回数



外部評価の推進祖廟

【外部評価者】

外部評価者委員会

各学校の外部評価者（8名以内）
PTA
地域団体関係者　一
学識経験者　　　他

＜開催月＞（年3回）
4月（年間計画　等）
1月（最終協議）
3月（最終報告と校長説明）

経営方針、内部評価の
説明・報告

【校　長】

外部評価に関する協議会

〔協　　議〕

評隠結果の説明・報告

＜構成＞
各学校の外廓評価者
校長、教頭、一道営（企画）委員
会等のメンバー

＜開催月＞（年2回）
8月（中間協議）
1月（草終評価説明）

外部評価の結果について軋学校と↓て十分に検討しながら次年度の学校経営方針や教育
課程届に具体的な改善策として反映させ、それを外部評価者や保革者・地域の方々等に公表
し、説明します。外部評価結果を学校経営上の重要な情報として活用することは、特色ある
学校づくりや教育の質の向上、教職員の資質向上など学校改善を図る上で有効であり、学．
校への信転感を一層高めることになります。

→改善案の検討？
（経営方針、教育課程届）

外部評価者、保▼

護者、地域等への

公表、説明

・報告専の連出∩（委員長））

（学校経由で教育委員会へ）

≡≡≡≡≡
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